
 

 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う「公共交通崩壊」を食い止めるため、資料 4-2 の

とおり緊急アピールを実施したいと考えている。 

 

 

 

 先ほどの資料３の「４ 利用者数の推移」のとおり、東浦町運行バス「う・ら・ら」の利

用者数は昨年同月比で最大 61％の減となっているほか、鉄道、路線バス、タクシーも大幅に

利用者数が減となっている。 

 このままでは、地域の公共交通を支えていただいている交通事業者の事業継続も危ぶまれ

る状況であり、そうなれば住民の生活にも大きな支障が生じる。 

  

 

 

コロナ禍による「交通崩壊」を食い止めるため、地域の交通事業者と自治体、さらには利

用者が協力して、公共交通への不安を払しょくし、これまで公共交通を利用していた方たち

に戻ってきてもらうことを目的としている。 

 

 

 

 （１）地域住民に向けては、各公共交通機関の感染防止策を踏まえ、電車、バス、タクシ

ーといった公共交通を積極的に利用していただくよう要請する。 

 （２）国土交通省及び愛知県に向けては、こうした地域の窮状を理解していただき、持続

可能な公共交通の維持確保のために必要な支援を速やかに実施していただくよう

要請する。 
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